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パソコンの利用 【動画】 

これまでは PERTの考え方を知るために、紙面上で計算する方法を学んできました。し

かし、複雑な問題が出てくるかも知れません。そのような問題に対処できるように、パソ

コンを使って解く方法も学んでおきましょう。ここでは、アローダイアグラムが分かって

いるものとして実行しますが、作業リストからアローダイアグラムを生成することもでき

ます。 

例（パソコンを使って） 

 以下のプロジェクトの最早結合点時刻と最遅結合点時刻を求め、クリティカルパスを示

せ。 
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これは前回やった問題です。C.Analysis のメニュー［分析－OR－RERT］を選択すると、

実行画面が表示されますが、今回はグラフィックエディタという機能で図を描いて、結果を

求めるので、「グラフィックデータから」ラジオボタンをクリックします。結果は以下のよ

うになります。 

 

図 1 分析実行画面 

ここで、「グラフィックエディタ」ボタンをクリックすると以下のような画面になります。 

https://youtu.be/T3zA2_H1W54
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図 2 グラフィックエディタ 

まず「ノード」ボタンをクリックした後、画面上をクリックしてノード（結合点）を配置し

ます。 

 

図 3 結合点の配置 

Window画面は大きくすることもできますし、ノードはドラッグすることで動かすこともで

きます。次に、「パス」ボタンをクリックし、ノード間をドラッグして図のようにパスを引

いて行きます。失敗してノードやパスを消したい場合は、「削除」ボタンをクリックし、削

除したい部品をクリックします。 

 

図 4 パスの追加 

「パス」ボタンが選択されているときは、ノードが動かせませんので、「選択/移動」ボタン

などに切り替えて動かしながら、きれいに配置して下さい。「選択/移動」ボタンが選択され

ているときは、範囲をドラッグするとその中に含まれるノードがすべて赤色に変わり、一度

に移動させることができます。試してみて下さい。最後に「ダミー」ボタンをクリックし、

パスと同様にダミー作業を追加します。 
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図 5 ダミーの追加 

次に作業時間を入れてみましょう。パスの途中に、「a1(0)」などというのが描かれています

が、これは、作業名(作業時間)です。作業名はパスの上（文字の上ではない）をダブルクリ

ックして、作業時間はパスの上を右クリックして変更できます。作業名は何でも構わないの

で、作業時間を変更してみます。 

 

図 6 作業時間の編集 

訂正が終わったら、他の部分をクリックします。このようにしてすべての作業時間を以下の

ように変更します。 

 

図 7 アローダイアグラム 

今までは、Windowごとコピーして貼り付けてきましたが、グラフィックエディタのメニュ

ー［編集－画面コピー］で中の図だけをコピーすることができます。以後はその方法を使い

ます。 

ダイアグラムが完成したら、実行画面の「最早結合点時刻」をクリックして最早結合点時

刻を表示してみましょう。ノードの上に表示されます。また、同様に「最遅結合点時刻」を

クリックして最遅結合点時刻も表示してみましょう。 
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図 8 最早結合点時刻と最遅結合点時刻 

最後に、「クリティカルパス」ボタンをクリックすると以下のように表示されます。 

 

図 9 クリティカルパス 

問題 

 以下のプロジェクトの最早結合点時刻と最遅結合点時刻を求め、クリティカルパスを示

せ。 
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問題解答 

 

 


